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これまで取り組んだことのないイベントでしたので、どういう結果が出るやらとても心配

でしたが、お客様からもスタッフの反省会でも明るい声がきけて、ホッとしています。

お陰様で会期の3B閉そ通じ、

ほぼ目標を達成致しました。

ご来場者600名余りを数え、絵画のお買い上げも39点と

これにより総売上の10%に当たる(1，600， 750円)が当会に

寄付されJます。

またもう一つの目的であった「障害者咋品ョ写真展」必ほうも、熱心に見ていただき、

私たちが支援する障害者についてご理解いただく機会とできました事を感謝しております。

尚、会期中のスタッフは延べヨ 4名すべて無償でご参加。心よりお礼申し上げます。
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都度、湧きおこります拍手も数多く繰りかえされました 1 画伯の絵に対する

やお勧めに、ボンと背中を押されてj夫新したという知人、 こ助言を頂いて絵筆を

とる自1吉がもてたと述べる友人など、 ご来場者はー様にご満足そうでしたり

同時に展示されました“ょっぱ不 ム"の活動の様子や、 グループホームのス

ナップ写真、 そして表情豊かな数々の製作品lこも心うたれました。 それらの前で

語られる微笑ましいお姿、 ま7こ日頃ゆった ηとした時を持たれること b僅かで

しょうお母様万のご表清己主にら増して、 なんと憂しく素敵だったでしぶう ο

音楽では大曲や難解な作品も、小手元ではない名演奏であれば魅了され感動す
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12月の初旬の 3日間、「地域で生きる障害者を支える会」主催で現代国内外の#昌也j

一流の画家出品の絵画展が白石横浜不一ルで開催されました。私i立地元日吉のボ

ランティアグループの方達と初8~こ受付を担当しましたが、当初はと、れ位の人達

刀、入賞富して下さるか、宣伝は広く行き渡っているかしら等、多少の不安がありま

LTこO でも10時間会後は入場者がほとんど途切れる事なく続き、 なかには新聞で

知った中目鉄線に乗車して遠方から観賞に釆た奥様グループも。

まず受付の前に展示しである “ょっぱ"所員の日常生活の写真や作品、 お花の

鏑り等に感嘆の白を見張り、奥に進みました。手前の室には小倉遊亀や平山郁夫

等々、国内一流の画家達の素晴らしい作品が所狭しと展示しであり、起が釘つけ

になりました。

奥に進むと外国の作家達の幻想的な絵、美しい色調や大胆な筆さばきの大小の

絵等、素人の私は唯々見とれるばかりでした。普通、絵の展覧会に行きますと、

静寂な空気が漂っていて、多少肩がこりますが、 この会は各室でお茶やコーヒー

等を頂きながら、友達同士それぞれ好きな絵の品評をしたり、再会を喜び、おし

ゃべりを楽しんでたり、 とても和やかな絵画展でした。

フランス人のロジェョポナフェさんは連日、出席して皆様に、にこやかにサイ

ンを下さいましたか、出品された絵が人柄をよ〈表わした縞麗な赤を使ったやさ

しい絵でした。私は思わず気に入って 1投購入しました。 3日間の人出で、 どれ

だけの利益があったでしょうか。 「ょっぱ不一ムJの活動資金としてうかしでも多

くの純益を得られたでしょうか。成功裡に終った事と祈っております。

皆様ご昔労様でした。 門脇知子(顧問)
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